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　京大「経済論叢」第86巻第３号(1960年９月）のわたしの覚書，「『同一労働同一賃金』の原則に
ついて」は同大学経済学会大会研究報告会でもちいた原稿であり，十分にあきらかになしえなかっ
た点もあったので，その覚書を訂正するとともに補足をくわえ，ここにあらためて発表することに
した．
　小稿も産業別組合に組織される合衆国の優青炭鉱業と鉄鋼業労働者の経験を主要な資料として，
同一労働同―賃金の原則の理論的根拠をあきらかにすることをくわだてたものである．
　労働の価格法則とは，社会的標準的労働支出を前提にして，標準をめぐる労働の質量上の差異
が，価値生産物の増減を背景に，賃率と賃金の格差をもたらすことを，一般にいみするのである
が，労働の価格の法則とその多様な現象形態を解明することは，結局，労働力の価値理論をーそう
具体化することである．
　小稿は，簡単労働力の価値か所与の社会，所与の時代においてほぼ一定であることを見きわめ，
ついでそれぞれの簡単・複却労働職種の労働力の市場価値・市場価格の成立と，労働の価格への転
化，それからの職種別・産業部門別標準賃率および会社別・工場別・個人別賃率・賃金格差の発生
と，それら相互の相関関係をえかきだしたが，かかる賃金構造の把握は，労働力の価値および労働
の価格の理論の具体的展開によってのみ，なされるであろう．このような賃金構造の各段階におい
て，種々の生産諸条件と労働諸条件のもとで同一労働同一賃金と差別賃金が発生するが，もちろん
労働の価格法則は労働者間の競争をはげしくし，窮極において労働者階級の窮乏化をおしすすめる
法則であるがゆえに，その法則の貫徹と同一労働同一･賃金の原則にかんする労働組合の任務との関
係が正しくとらえられねばならぬ．
　同一労働同一賃金の原則は国際的な労働組合運動のなかでは自明の要求としてとなえられてきた
のであるが，運動の伝統を中断され，しかも組織上の欠陥をもつわが国の組合運動のなかでは，そ
の原則についての理論的解明はとくに強くのぞまれて･いる．したがって小稿では，合衆国組合迎動
にかんする資料をもちいたとはいえ，わが国のいわゆる企業別組合からうまれる諸問題にも留意
し，かつ最近の賃金論争についても配慮することにした.＊
　＊引用註はアラビア数字で各章ごとに迦し番号をうち，本文末尾に一括してかかげた．
労働の価格の本質は労働力の価値である．ここでは，労働の価格法則を労働力の価値法則に関連
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させながら，後者からの前者の相対的独自性をあきらかにしたい．
　労働力の日価値が日労働の価値・価格に転化することの必然性の根拠は主としてつぎの事実にも
とづく．すなわち労働力をめぐる取引にあっては交換の瞬間･に資本家か譲渡されたものは依然とし
て労働力そのものであり，その使用価値・労働は売買契約による一定の時間を経てのみ完全に資本
家に引渡される．そのために貨幣は労働の遂行後に支払われ，すでにーそう抽象的な論理の段階で
考察されたー労働日のうちの必要労働時間と剰余労働時間の区分が外観上消えさり，いっさいの労
働時間か支払労働時間としてあらわれ，日賃金は，労働力の日価値の転化形態ではなくして，あた
かも日労働の価格であるかのごとく現象する.＊
　　＊労働力の日価値は「平均的労働者が合理的な労働度のもとで生きうる平均期間」山や年間就労日数等々と
　の関連のもとに成立する．年間就労日数か時間賃金の決定にあたって考慮されることもある．合衆国のビル建
　築業の労働者は年間就労日数か少なかったために，工場で働く同極労働に比して20～25％も高い時間賃金をあ
　たえられたC2)労働力の価値とはそれの日価値をいみする．のちに労働力の価値の歴史的変化を考察するが，
　労働力の日価値以下への日賃金の低下をもって，労働者階級の絶対的窮乏化の指標となすだけでは不充分であ
　るﾝなるほど労働力の日価値以下への日賃金の低下は絶対的窮乏化の最も重要な指標ではあるか，しかし根本
　的にはつねに「労働者種族」の再生産費にたちかえってかれらの状態か観察されねばならぬ．このことは絶対
　的窮乏化にかんするいわゆる「労働力の価値以下」説をくっがえすものではなかろう．
　ところで労働力の売買契約でさだめられた労働時間とは一定の社会・一定の時代における社会的
平均労働日，具体的には，標準労働日をさしている．労働力の価値と使用価値との矛盾についての
論理のもっとも抽象的な段階では，商品交換の法則にもとづき，社会的標準的強度のもとでの，ま
る一日の搾取が一応予想されたが，労働の価格の段階では，社会的平均労働日も条件にされており，
そこから一般に時間賃率・個数賃率とよばれる「労働の平均価格」がみちびきだされる．労働の価
格とは，厳密にいうならば，時間賃率・個数賃率のことである．現実に労働者がうけとる日賃金は
かかる賃率の倍数としてあらわれ，平均的労働日を働く労働者の日賃金は労働力の日価値に一致す
る．
　こうして労働の価格法則とは，まず，労働力の価値が労働の価格へ必然的に転化することをいみ
する．労働力の価値・価格においてすでにあたえられた労資階級関係の物神化は，労働の価格形態
のもとでは，物神化された単純商品生産の諸関係に還元されるのであって，資本制生産諸関係の本
質はーそう奥深くおおいかくされてしまうのである（3）.
　本来，社会的平均概念としての労働力の価値とは標準的労働をなす簡単労働力の日価値をさして
おり，労働過程における労働の質量上の差異は賃率・日賃金に影響することになる．
　ここでの標準とは，既述のごとく，一方では，社会的標準的生産諸条件のもとでの労働強度の社
会的平均をいみする．すなわちその標準は，社会的必要労働時間で何らかの使用価値を生産するさ
いの，客観的標準である．標準をこえる労働強度は，単位時間内における労働支出の増大により，
労働力の価値からの労働力の価格の背離をもたらすむであるが，そのとき単位時間における価値生
産物は，労働強度が社会的標準をこえる度合に照応して，増大している．
　みぎの関係はすでに「労働力の価格と剰余価値との大いさの変動」についての論理の段階であき
らかにされたのであったが，労働の価格形態のもとでは，標準的労働を前提にして，労働強度の増
大，価値生産物の増大および労働の価格の増大とが比例関係をたもつところに特徴がしめされる．
労働の価格法則はこれら三つのファクターの同時的変動をいみする．
　他方では，標準的労働とは，既述のごとく，社会の標準労働日をさしている．それは標準的強度
の労働の平均的持続であり，標準をこえる，または，それに達しない労働時間のもとで，価値生産
物の増減と日賃金の増減とは照応する．　　　　　バ
　マルクスによれば，「日労働・週労働などの量が与えられているならば，日賃金または週賃金は
労働の価格に依存するのであって，労働の価格そのものは，労働力の価値につれて一一さもなけれ
1ろろ
ば労働力の価値からのその価格の背離につれて一一変動する．これに反し，労働の価格が与えられ
ているならば，日賃金または週賃金は，日労働または週労働の量に依存する」（4）のであって，かれ
はこれを「一般的法則」とよぶ＊.
　　＊浅野敞氏は舟橋尚道氏を批判するにあたって，古典経済学の「労働の価値」論にたいするマルクスの批判
　を引用して，「このように，「労働の価格」という現象形態における「労働」（賃労働）は，「価値概念が消し去
　られj，r価値形成的でないJ労働，したがってr具体的有用的労働」である．このことは，時間払賃金および
　出来高払賃金を見れば明らかになる.(5;jと結論されている．しかしマルクスは「さて，さしあたり注意すべ
　きは，第15章で述べた労働力の価格と剰余価値との量的変動に関する諸法則は，簡単な形態変更によって労賃
　の諸法則に転化されるということである(6)」とのべているン社会的平均労働を理論の前提として，マルクス
　の「一般的法則」なるものの客観的根拠をあきらかにすることこそ要請されるのである．
　　浅野氏は，マルクスの「一般的法則」という用語をもって，舟橋氏が「マルクスの法則（一般的な法則）と氏
　の「法則」（「部分的な法則」）との区別がつかない（7）」と批判されている．しかし，舟橋氏は「労働の価格の
　法則は，転化形態における部分的な法則」であり，また，その法則が，労働.力の価値法則という根本的な，あ
　るいは一般的な法則にたいして「作用範囲の限定された」法則である，という意味で「部分的法則」と，よん
　でおられるのである（8）.岸本英太郎氏は，舟橋氏の説を柚足して,「舟橘君も「賃金は労働力の価値ではなく使
　用価値に比例して決定される」とのべているのであって，使用価値によって決定される，とはけっしていって
　いないのである．比例して決定されるという以上，それは賃金そのものではなく，賃金の差等であるはずであ
　る．比例とはあくまで比較概念亡あって実体概念ではないからである(3)」とのべられた．岸本氏のこの言葉
　は社会的平均労働を基礎にして読まれるべきである．浅野氏は，「一般的法則」といっても，それが論理のい
　かなる段階でそうであるか，を検討すべきであろう．
　いうまでもなく，一般的に，標準的労働強度にたええない労働者は雇用されえないし，また標準
に達しない労働日のもとでは労働者はその労働力を順当に再生産しえない．さらに労働量の社会的
標準が確立されてゆく歴史的過程を想起するならば，標準をこえる労働支出の増大が賃金の増加に
よって償われえなくなる可能性の大きいことがあきらかにされよう．
　つぎに労働の質的差異にかんしては，社会的平均労働とくらべて複雑な労働は，簡単労働力より
も高い価値をもつ労働力の発現であり，ここでも，社会的平均を前提とするかぎり，それをこえる
質の労働のもとでは，価値生産物の増大と労働の価格の増大とが照応する＊.
　　＊簡単・複雑労働と末熟練・熟練労働との関係については吉村励氏が，それらの歴史的発生過程をふくめ
　て，くわしくのべてこられる．ところで吉村氏は，「複部労働単純労働という概念を異種部門間における労働
　力の価値差にもとづく労働の比率をあらわすものとして使川し，同一部門間における労働の比率をあらわすも
　のとして，熟練・不熟練労働という概念を使用する.いo）」といわれている．このように使いわけることはわが
　国では慣例になっているように思われるので，わたしもそれにならってきた．しかし，のちに労働の価格法則
　の派生的現象にふれるさいにあきらかにしたいか，かゝる区分はけっして正しいとはいえない．実は，未熟
　練･熟練労働，軽労働・重労働なる概念は，異種り司種労働をとわず，簡単・複軽労働の概念のなかに包含さ
　れるのである．すなわち，簡単・複輔労働を規定する労働生産性のファクターは多数あり，熟練度・重程度は
　そのなかの一つのファクターであるにすぎない．わたしは，いま本文で，異種労働開の主として熟練度の差異
　を表現するために簡単・複雑労働という用語をもちいたのである．わたしは，「熟練・不熟練労働の問題は，
　すぐれて同一労働力群もしくは同一職種の問題である」という吉村氏の規定叫）には，もちろん，反対せざる
　をえない．
　以上を要約れば，労働の質-ここでは熱練度と重軽度一一と強度に応じて階層的賃率がうま
れ，それぞれの賃率は労働時間の長さに応じて異れる日賃金に転化する．したがって労働の価格法
則とは，第二に労働力の使用価値，労働の質と量が社会的平均から背離する度合に応じて賃率・賃
金格差が発生することをいみする．
　いうまでもなく，現実には，相関辿する三つのファクター，すなわち労働支出，価値生産物およ
び労働の価格は同時に変動するとはかぎらない，労働支出と労働の価格，価値生産物と労働の価
格-こうした組合せのもとにおこりうる種々の事態についても観察されねばならぬ．ともあれ，
労働の価格法則についてのみぎの考察を手がかりに賃金構造に接近し，そのなかで同一労働同一賃
金の原則をうきぽりにしたい＊.
　　＊西岡孝男氏は「賃金構造wage structure とは，賃金決定の場における需給関係の構造であり，賃金格差
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はその具体的な表現である．例えば，工場内の個人別賃金格差，あるいは工場別(企業別)，地域別，職業別，
産業別等の賃企格差が, wage structureの問題として論じられる(12)｣とのべておられる．やゝ正確さを欠
く表現であるといわねばならぬ．賃金構造とは，まず，労働力の価値法則と労働の価格法則によってつくりだ
されるものであり，このばあいの労働の価格法則とは,I舟椙尚道氏のいわれるように，｢競争その他の条件を
捨象した特定の理論的仮定(13)｣のうえにたつものである．もち石ん，このように賃金構造を考えることは，
労働力の需給関係を軽視するのではなくして，むしろ論咽1の加をこまかく組立てることをいみしている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　社会的平均としての労働力の価値は簡単労働力の価値である．しかし社会の労働力市場は，具体
的有用的労働の差異から生ずる労働力の移動にたいする制約から，唯一の簡単労働力市場と無数の
複雑労働力市場に，まず分割されるであろう．
　簡単労働力市場にあらわれる労働力は，本来，ぞの自然的相違にもとづく再生産費の大小から，
いくつかのグループに大別される．これらの労働力グループは異れる個別的価値をもつ．一般商品
のはあいと同様に，その市場でいかなるグループが支配的であるかによって簡単労働力の市場価値
はそのグループの労働力の個別的価値に一致する．こうして成立する市場価値が簡単労働力の価値
である．社会的平均としての簡単労働力の価値は未熟練男子労働力の価値である＊.
　　＊労働力の価値にかんれんして，標準的家族成員の数を４人とか５人とかに限定する議論かある．４人説を
　とられる手･島正毅氏は，マルクスの「消耗と死亡とによって市場から奪い去られた労働力は，少くとも，同数
　の新たな労働力によってたえず補充されねばならぬ(1)」という叙述を引用して，「「少くとも同数の」という
　のは，子供の死亡率を加算してのことであって，資本家は二.人（プラス平均死亡数）以上の子供の養育費は，
　たとえ将来の拡大再生詮のために必要であろうとも，同数の労働力を補填する「減価償却費」にすぎないから，
　その追加分を賃金に加算するようなことはしないであろう(!)」といわれる．歴史的には，機械制大工業の出
　現とともに婦人・児童労働が普及するが，やがて児童労働は法的規制をうけることになる．児童の生活費が男
　女のいずれによって稼がれるか，あるいは，かれらのあいだでいかなる割合で分担されるか，はその国の伝統
　的な婦人の地位，かの女たちの賃労働者化の傾向，および男女同＝賃企の実現の範囲によって規定されるであ
　ろう．したがって手島氏のごとく妻や子供の生活費が労働力の価値のなかにふくめられるということはでき
　ない．氏の考えのなかには「労働力保全」説に似たものかおる．
　　吉村励氏は，平均労働力の価値である男子労働力の価値.か家族扶養費をふくんだのは「せいぜい，資本制生
　産のマニュファクチャー･段階までのこと」である（3），と指摘されている．おそらく当時は，年令や扶養家族数
　の増加と熟練度の向上とがある程度併行したことであろうし，そうして独身男子労働者であっても，熟練職種
　の労働力の市場価値の成立によって，家族もち労働者と同じ賃金をうけとったことであろう．しかし氏は，機
　械制大工業のもとでは「家族を排除した成年男子労働力の生活資料の価値に変形する.（4;）と断定されている．
　社会的平均としての労働力の価値が一切の家族扶養費から解放されたのは，さきにのべたごとく，－･時期にす
　ぎなかった．もちろん現在においても児童労働の法的制限は事実上やぶられがちではあるが，それはむしろー
　家の働き手の賃金か労働力の価値以下に低下するためである．吉村氏は.歴史に関心をもたれながら，児童労
　働の禁止を見落されたものと思われる．
　　標準家族成員数の減少か絶対的窮乏化のｍ要な指標である．ことはいうまでもない．
　具体的有用的労働の玄異によって一社会の労働力市場を分割しながら，簡単労働力を単一の市場
とみなしたことは，簡単労働を単一の職種とみなすことである．簡単労働力は多くの職種に配分さ
れるのであるが，それらの職種のわくをこえてそれは自由に移勤しうるからである．
　ところで複雑労働力市場と簡単労働力市場との間･に存する労働力の移動の自由にたいする障碍
は，前者から後者への移動の自由を制約するものではない．したがうて，簡単労働力市場はその社
会での平均的緊張・慣行的強度をもって支出されうるすべての労働力にたいして解放されており，
そのために市場かきわめて流動的であって，そこで成立する簡単労働力の市場価値が不安定である
かのごとくうけとられるかもしれぬ．しかし商品の市場価値を左右するものは主としてそれの供給
条件である．労働力の需給が均衡点に近づく瞬間には複雑労働力は複州労働力市場に吸収されるの
であり，そのとき簡単労働力市場の諸労働カグループ相互間の比率は，大きくみて，その社会の労
働力人ロの性，年令，人種などの構成に依存しているものとＥわれる．かかるいみからも，簡単労
1ろ5
働力の価値・市場価値は所与の社会・所与の時代にはほぽ安定した大いさをしめすものといえよ
つ．
　労働力の市場価値の成立によって，すなわちその段階での同一労働同一賃金のもとで，すでに特
定の労働者グループは絶対的窮乏化にみまわれる．
　つぎに，さきにふれたごとく，簡単労働力は多くの職種，すなわちに簡単労働力のみからなりた
つ職種，および複雑労働職種に附着する未熟練労働職種に配分される．これらの職種のうち，ある
職種ではたとえば労働力の自然的相違が利用され，そのために低い個別的価値をもつ労働力がその
職種に集中するという事態がうまれる．かかるばあいに，その職種の労働力の市場価値は，さきに
成立せる簡単労働力の価値・市場価値から背離する．たとえば婦人労働力が支配的である職種の賃
金が低いのは，そこでの市場価値成立の事情が平均的事情から背離し，「異常な組合せ」をもつか
らである．それは平均的な組合せのもとで成立する市場価値とくらべて，賃金不平等とよぶことが
できよう＊．
　＊吉村励氏は労働力の市場価値についてくわしく論じられており，つぎのごとくいわれる．「いずれにして
も，婦人・児童の労働力の佃陀は，成年男子労働力の価値よりは，低く評価されるであろう．この場合，婦人
・児童労働者の生活資料の価値の低さ（成年男子に比しての）にもとづく労働力の価値序列は，同時に，これ
ら労働力の自然的差異にもとづく筋骨の脆弱さが，一般男子の普通に行いうる労働を，遂行しえないというこ
とをすでに前提している．その意味では，社会的な意味での平均労働力たる男子労働力が，婦人・児童労働力
にたいしては，特異な複雑労働力としてあらわれるのであり，別言すれば，婦人・児童労働力は，男子の平均
労働力にたいして，マイナスの意味での複雑労働力として顕現するのである（婦人・児童労働が社会的平均労
働＝単純労働であるばあいには，男子の労働は逆に複雑労働としてあらわれる（5））.」と．
　周知のごとくマルクスは，「労働力の価値は平均労働者が普通に必要とする生活手･段の価値によって規定さ
れている.」となし，かつ「労働力の価値規定には他の二要因か入りこむ．－･方は，生産様式とともに変化す
る労働力の発達費であり，他ﾌﾟﾃﾞは，男子労働力か女子労働力か，成熟労働力か未成熟労働力かという，労働力
の自然的相違である．これらの相異なる諸労働力の使用は，-これはさらに生産様式によって制約されるの
であるが，一労働者家族の再生産費および成年男子労働者の価値における大きな差別を生ぜしめるC6)」と
のべているか，わたしは婦人や児童の労働力の「ｲ而値」なるものが，それ自体としては，存在しえず，ただ，
かれらの労働力か支配的である職種においてのみ，その職種Eの労働力の市場価値が婦人・児童の労働力の「個
別的価値」に一致する，と解している．
　そうして吉村氏は，児童労働力の筋骨の脆弱さがそれらをして「マイナスの意味での複雑労働力」たらしめ
る，といわれる．氏がのべられるごとく，かれらの機械制工場への導入は歴史的事実であるが，しかし，かれ
らの筋骨の脆弱さがかれらの労働力の「ｲI而値」の低さの･一つの前提になるのであれば，同時に，舟橘尚道氏の
表現による「価値を生む力能」もまた平均的労働者よりは小さいことになる．いったい資本は何のためにかれ
らを雇用するのか，といえば，実はがれらの「価値を生む力能」か機械制大工業のもとで成年男子と同一であ
るにもかかわらず，かれらの個別的価値か低いからであり，かれらを雇う資本家に平均以上の剰余価値率を保
障するからである．このことは賃金論の理論的構成がいかにあるべきか，という問題について重要な示唆をあ
たえてくれるように思われる．わたし自身は，労働力の価値と労働の価格についての一般的叙述ののちに，労
働力の市場価値理論に接近するのが正しい，と考えている．
　さらに吉村氏は「男女労働力の価値」のごとき「労働力の自然的差異（性および成熟度）にもとづく階層的
構造」が結局，労働過程では「労働力の自然的差異は捨象されて」，複雑・簡単労働力の価値の階層的構造に
　「吸収され・統一･される（7）」ということを強調される．しかし，かれらの労働力の「自然的差異にもとづく筋
骨の脆弱さが，一般男子の普通に行いうる労働を，遂行しえない」という吉村氏の前提は依然として生きてい
る．吉村氏は歴史的過程についての考察によって論理を異常に複雑にしているにすぎない．
　同じ簡単労働の異種部門間に発生する賃金の不平等は労働力の市場価値の成立という観点からでは，さし
て，重大ないみをもつわけではない．しかし労働の価格法則という観点からその問題をあつかうならばその意
義は大きい．すなわち，平均的「組合せ」のもとで成立するある職種の労働力の市場価値･と，「異常な組合せ」
のもとで成立する他の職種のそれとの差は;それらの職種の労働が生む価値か同一であるにもかかわらず，存
在するのである．わたしが異種労働間の賃金の不平･等とよぶのは労働の価格法則の上にたってのことである．
　ところで異種労働開の熟練度を比較して同―賃金をとなえるばあい，その要求は労働力の市場価値理論によ
っては説明されえない．ちなみに合衆国の婦人はつぎのごとくのべている．「平等な賃金とは，おなじ仕事に
たいして平等な賃金をはらうということだけではなく，もっとおおくのことを意味している．おなじ仕事にた
いする平等賃金の原則は，男とおなじ仕事をしている婦人に利益をあたえるだけである．もっとおおくの婦人
は，もっとちがった仕事ではたらいている．これらの仕事では，かの女たちの熟練は男の熟練とそっくりおな
じではない．だが，それは男の熟練とはっきりくらべることかできる．平等賃金の原則は，男と女の仕事がお
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なじときだけでなく，男と女の仕事をくらべることができる.とき，または，男と女の仕事にくらべることがで
きる熟練かふくまれているときにも，適用しなければならない(8)」と．．
　吉村氏は「男女労働力の価値差をもって，労働力の価値法則に依拠するならば，男女同一労働同一賃金の要
求は根拠を失うというのは鵬りであることは明白である(9)」とのべておられるが，少くともみぎの問題にか
んしては，吉村氏の市場ｲim値理論をもってしては，男女同¬賃金の要求は根拠を失うであろう．
　　そのいみで，浅野敞氏のっぎの言葉は逆にわれわれに
　経済学におけるr労働の価格Jの範鴫規定の混乱を批判し，この範鴫における「労働」（賃労働）を価値形成
　的労働したがって抽象的人間的労働として把握することの誤ま･りを指摘(10)」したときの言葉を，そのまゝ舟
　橋氏の労働の価格法則論に向けておられる．だが．われわわは「日常生活から無批判に「労働の価格」という
　範鴫を借りて」きたのではない．われわれは，労働の価格か一切の労働時間が支払労働時間として現象するこ
　とと結びついており，そのために労働の価格という用語か剰余価値な,いしは剰余価値率にたいする配意を要求
　する，という点を強調したいのである．
　簡単労働力の価値が成立すれば複雑労働力の価値が成立する．・
　労働力の価値の一構成部分である育成費の大いさから見て，特定の大いさの育成費を要する複雑
労働職種Cはいくつか併存するのであって，こうしだ職種グループは育成費の大小に応じて階層をな
しているであろう．もちろん特定の大いさの育成費を要する諸職種が併存するとはいえ，それらの
職種のわくをこえて労働力が自由に移動することはほとんどありえない．したがってそれぞれの職
種の市場で労働力の市場価値か成立する．もしその社会での簡単労働力の価値か，さきにのべたご
とく，成年男子労働力の個別的価値に一致しているとすれば，ここにみる同一水準の複雑度（育成
費という費用からみての）の諸職種のなかで，男子労働力が支配的な職種こそが平均的事情のもと
にある，といえるであろう．すなわち，この平均的「組合せ」を条件とする職種の労働力の市場価
値が，簡単労働力の価値にみぎの大いさの育成費をくわえたものに一致するであろう．他方では，
いわゆる「異常な組合せ」のもとにある，たとえば婦人熟練労働力が支配的であるような，熟練職
種では，その労働力の市場価値は，簡単婦人労働力の涸別的価値にみぎの大いさの育成費をくわえ
たものに等しくなるので，それは同じ大いさの育成費をもつ譜職種の平均的な労働力の価値からは
背離するであろう．これもまた，異種労働間の賃金に不当格差をもたらすことになる．
　いうまでもなく複部労働力の市場価値に直接的影響をあたえるのは技術更新による労働の稀釈化
であり，もし熟練度の低い，したがって小さい個別的価値をもつ労働力か大量にその市場にあらわ
れるならば，そこでの労働力の市場価値は絶対的に低下する＊･
　　＊労働の価格法則にっいての考察から，おのずからあきらかになるのである執複雑労働力の価値は簡単労
　働力の価値にたいする比率としてあらわれる．貨幣価値や生活資料の価値の変動を捨象するならば，資本主義
　の発展とともに簡単労働力の価値は高められるか，複部労働力の価値の育成賢部分が縮小する．技術更新にと
　もなう少数の熟練職種の発生は過大に評価されるべきではない．
　　もしある種の職種にみられるように，徒弟制限や職能別組合の組合員資格の制限などによって労
働力の供給制限がなされるとすれば，技術更新のなかででも，従来の労働力の市場価値は維持され
る．だが他の無数の職種では労働の稀釈化により労働力の市場価値が低下するために，その社会の
平均的剰余価値率が増大しているので，みぎの職種の労働者は平均以下の剰余価値率を供すること
になる．したがってその職種では，労働力需要の減退や機械の導入がみられ，ついにはそこでの労
働力の市場価値も低下せざるをえない．ここでもそれぞれの職種の労働力の価値は相互に牽制しあ
っているのである．
　　いうまでもなく，労働の稀釈化による労働力の市場価値の低下は，生活資料の価値の低下による
　ものではないので，その職種の旧い熟練をもつ多くの労働者に絶対的窮乏化をもたらすのである．
　　こうして社会の標準的労働支出と育成費にもとづいてえられた職種別労働力の市場価値は，多く
の職種が社会的平均をこえる労働量の支出1を余儀なくされるために，いくらか修正されねばなら
ぬ＊.
　　＊社会的標準をこえる質の労働にかんしてはすでに熟練度とｍ軽度にづいてのべた．それらをのぞく他の労
1ろｱ
　働生産性の諸ファクターもまた簡単労働・複雑労働をより高度な複雑労働に転化せしめる．たとえばある職種
　が社会的標準よりもすぐれた生産条件，労働環境のもとにおかれているために，そこでの労働かきわめて容易
　であるという事態が生ずる．このばあいその職種に要求される労働量は一般の職種に比して小さいかもしれ
　ぬ．こうした事情が賃率にいかに影響するかという問題は，労働の価格法則の派生的現象として，のちにあつ
　かうであろう．その理由は，熟練度・重軽度以外の労働生産性の諸ファクターか作用するもとでの，労働のよ
　り高度な複雑労働への転化は必ずしも賃率・賃金に影響するとはかぎらないからであり，しかもこのばあいの
　賃率・賃金格差の発生は，むしろ企業別賃金事情の産物であるからである．・
　したがって客観的にはこの修正された市場価値と，社会的平均労働日から，職種別の「労働の平
均価格」がうまれる．
　しかし産業予備軍の法則は労働力の市場価値以下にその市場価格を低下せしめ，市場価格の平均
値は価値以下に固定化させられる．もちろん職種によって労働力の需給関係（斗争力もふくめるｙ
のあらわれ方は不均等であるけれども，個々の労働者の過度労働か支配的になり，労働者階級は絶
対的に窮乏化する．需給関係を通じての労働力の価値からのその市場価格の背離は，労働の価格を
労働の市場価格に転化せしめる＊.
　　＊吉村励氏は，機械制工業のもとにあっても「成年男子の労働力か，依然として，社会的平均労働力とし
　て，したがってまたその労働か，社会的平均労働として通用するのを妨げはしないであろう．けだし婦人・児
　童労働は，その社会的制約の外に，その自然的性質そのものに由来する多くの制約をもち，その普及は，成年
　男子の労働か,社会の総労働において，圧倒的比重を占める地位をおびやかすにはいたらないからである.（11）」
　とのべられ，職種別労働力市場にかんしては「ある労働力群の労働力の市場価値か，その部門の平均労働力の
　価値とみなされる限りにおいて，価値と市場価値との間には，何らの差別はない.い2?」といわれる．ところが
　他方では，吉村氏は，「労働力という特殊商品にあっては，一般商品のもとでは「異常な組合せ」のもとにお
　いてしか発生しえない現象か，資本蓄積に伴う相対的過剰人口の増大とともに，むしろ不断の恒常的現象とし
　て発生する傾向を内含している(13)」と結ばれることによって，かってうちたてられた労働力の価値を「ｲぽ正」
　しておられる．
　　成年男子労働力か一般にその社会で支配的であるとされながら，理論が具体的になるにつれて「異常な組合
　せ」が支配的になるというのはパ司じ労働力という商品について語られている以上，われわれには理解しがた
　いことである．なるほど相対的過剰人口の法則のもとでは成年男子労働力すらも，農村の潜在的過剰人口のご
　とく，安価に生産されるのであるが，しかしかれらの労働力の再生産費の低さは労働力の価値以下への市場価
　格の低下の産物であって，その逆ではない．
　　しかも成年男子労働力は，労働力の自然的相違に基礎をおくならば，最も大きい個別的価値をもつといえよ
　う．したがって，吉村氏のいわれるごとく「資本にとって「最良の条件下」で生産される商品＝労働力が市場
　価値を調整する(u;」のではなくして，資本にとって「最悪の条件下」で生産されるｰすなわち労働者にと
　って「最良の条件下」で生産される一労働力か市場価値を規制するのである．
　ここから，それぞれの職種の労働者は産業予備軍の圧力のなかで労働力の需給関係の悪影響を防
ぐべく，過度労働を制限し，標準的賃率を設定するべくつとめる．こうした事惰のなかでうみださ
れるのが職種別標準賃率である＊.
　　＊前川嘉一氏の言葉をかりるならば「賃金の最低基準たる標準賃金率(15)」がこれである．
　すでに列挙された諸事情のもとにおいてすらも，職種別賃率相互間の関係は簡単・複雑労働の階
層的秩序をやぶりうるのであり，職種間の賃率格差が異常に拡大されたり，せばめられたりするだ
けでなく，本来簡単労働力の価値と複雑労働力の価値との差はきわめて小さいのであるから，極端
なばあいには，簡単・複雑労働の地位の長期的な顛倒すらもおこりうる．剰余価値法則のもとでは
かかる事態のなかで変化させられた賃率相互間の相関関係は窮極において賃金水準の全般的低下を
もたらすがゆえに，資本家階級と労働組合は職種間の賃率格差にふかい関心をしめすのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　さて，みぎのような職種別標準賃率をもつ特定職種の労働力は多数の産業部門に配分されるが，
それぞれの産業部門は主として不均等発展のために社会的標準から背離する生産諸条件をも'つ．い
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うまでもなく特定産業部門の対象的な労働諸要因の性格，労働力の性格およびそれの支出は，その
部門が生産する商品の価値の大いさにかかわるものである．そうしてそれぞれの産業部門での生産
諸条件が標準から背離する把つれて，労働諸条件もま’だその職種の標準的なそれから背離する．
　かって職業別組合は制限慣行をもってあらゆる労働諸条件の差異にたいして効果的にたたかうこ
とができたので，部門ごとの賃率の差異を差別賃金とみなしたが，現在ではかかる差異は産業加組
合によって一般にさけえないものとみなされている．
　こうしたなかで特定職種の労働は産業部門別の標準賃率をもつにいたる．産業部門別標準賃率
は，一方では職種別標準賃率をうるときとおなじ手続をへて，えられるであろうが，他方ではその
産業部門内の企業別賃金事情に大いに依存しており，それはこれら二つのものの結節点にうまれ
る，といえよう．こうして，職種別標準賃率は，あるばあいにはそのまま産業部門別標準賃率たり
うるか，多くのはあいには部門ごとの生産・労働諸条件の差異によりさらに修正されて，産業部門
別標準賃率に転化するのである．
　実は，職種別標準賃率の成立にさいしてすでにその鵬種の労働の標準度が前提にされていた．職
種別市場にあらわれる労働力は労働の質と量の双方にか.んして社会的平均をこえるそれらを予定す
るものであった．しかし特定職種の産業部門別標準賃率め成立の条件である産業部門ごとの労働諸
条件の差異は，労働力の市場価値成立のさいの労働諸条件のうえに追加されるものであり，労働力
の市場価値の大いさそのものを直接左右しはしない．　ニ
　もしある部門で労働支出が異常に大きいときには，賃金の大いさのいかんにかかわらず，その部
門の労働者は絶対的に窮乏化する．
　すでにあきらかなように，労働力の市場価値の成立をもって労働組合のとなえる同一労働同―賃
金の原則を説明しつくせるものではない．なるほど少数の職種にかんしてはあらゆる産業部門を通
じてその職種の標準賃率が適用されるため，それはその職種の労働力の市場ｲ面値から直接みちびき
だされるか，多くの職種は産業部門ごとに異れる標準賃率をもつゆえに，労働の価格法則のもとで
の同一労働同一賃金の成立が考えられねばならぬ．したがって労働の価格法則は同じ質量の労働に
たいして同じ賃率・賃金を保障する，という一の蛇足と思われるものを，ここでつけくわえておき
たい．
　以上が労働力の価値法則と労働の価格法則によりもたらされる産業部門別賃金構造である．それ
にくわえて，会社別・工場別（多工場会社のはあい.）・個人別などの賃率と賃金を配置するならば
一層具体的な賃金構造がえられるであろう＊.
　　゛産業部門別標準賃率にかんしては，わたしのさきの貴書,「「同一労働同一賃金」の原則について」から多
　くの叙述をけずりとった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
　いうまでもなく，―産業部門内の個別資本の競争は主として生産・労働諸条件の会社別・個人別
の差異のうえにたって展開される．
　ある職種にかんして労働の価格法則が会社間の賃率パ賃金格差を規制するばあいについて考察し
よう．もちろんそれぞれの会社の内部ではその職種にたいして同一労働同一賃金が実現されている
ものとする．
　ある会社の生産諸条件がその部門の標準的な生産諸条件に一致していても，たとえば能率給を採
用せる会社と採用しない会社との間の労働強度の差異にみられるごとく，その職種の労働諸条件に
差異がうまれることがある．他方では，ある会社の生産諸条件か標準から背離するときには，たと
えば新機械を採用せる会社と採用しない会社との間の労働強度の差異にみられるごとく，一般に労
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働諸条件もまたその部門の標準から背離する．いずれのばあいにも労働支出の差異は会社間に価値
生産物の差異をもたらし，賃率・賃金格差が発生しうるが，資本にとってはこれは同一労働同―賃
金の趣旨にそったものと解される＊.
　　＊もちろん特定会社で労働支出か増大するにもかかわらず会社間で同一賃金か支払われることもあるが，こ
　うした事情はつぎのように解されるべきである．すなわち会社間でのみぎのごとき差異は結局，労働の価格法
　則によって日賃金の差異をもたらす．労働者はより大きい日賃金をもとめて移動し，競争するために，特定会
　社で高められた日賃金は，より高められた労働標準のもとで，従来の水準におちつくのである．労働の価格法
　則はこのように労働者間の競争を激化する法則である．
　ただし労働諸条ｲ牛のいかんにかかわらず，会社間の生産諸条件の差異による労働生産性の差異が
直接賃金格差に反映することもありうる．たとえば標準以上の良質の鉱山では一般鉱山におけるよ
りも生産性が高く，したがってそこでの労働はより高度な複雑労働に転化し，一般鉱山におけるよ
りも高い賃金が支払われうる．同種の同量の労働であっても，価値生産物がみぎのごとくにして増
大しうるとき高い賃金が支払われるのは，個数賃金制のも,とでしばしばみられることであるが，こ
れは労働の熟練度によるものではないので，労働の価格法則の派生的現象としてとらえられるべき
であろう．
　労働の価格法則のこの派生的現象についてもう少し考えてみたい．マルクスによれば「労働の生
産力は多様な事情によって，なかんづく，労働者の熟練の平均度・科学およびその技術学的な応用
可能性の発展段階・生産過程の社会的結合・諸生産手段の範囲および作用能力・によって，また自
然諸関係によって，規定されている.（゛）ここから簡単・複雑労働の区分をもたらす一つのファク
ターとして未熟練・熟練労働の区分か存在することがあきらかである．同種労働の間でも「機械が
初めて散在的に採用される際には機械所有者によって使用される労働を自乗された労働に転化（2）」
するのであって，異種部門間・同種部門間をとわず，労働の熟練度以外の諸事情-このなかには
労働の困難，不快，汚なさ，異常な温度，煙,.湿気，危険などの労働環境のいかんによる労働生産
性の度合もふくめられるｰも簡単・複雑労働の区分をもたらすのである．いま例にあげた鉱山の
自然的条件の差異は機械導入の難易をともなうものであって，半永久的なものと考えられるのであ
るが，熟練度以外の労働生産性の会社間の差異が，それぞれの会社における特定職種の価値生産物
の差異をもたらし，賃率・賃金の格差をうみだすことかありうるのである．労働の価格法則とは，
本来，簡単・複雑労働力の価値の差，簡単・複雑労働の価値生産物の差，および両者の労働の価格
の差が照応関係をたもつことをいみするのであるが，ここでは労働力の価値格差は本来的な存在意
義を減じてしまっている．もし価値生産物の増大に比例して労働の価格か支払われるならば，その
資本家は，剰余価倍率不変のままで，一層大きい剰余価値量をうることになるであろう．
　しかし労働組合はいかなるばあいであろうと一産業部門の内部で，同じ職種の労働にたいして会
社ごとに異れる賃率・賃金が成立するのを一般に同一労働同一賃金の原則の実現とはみなさない．
たとい各会社の内部で同一労働同一賃金が実現されていても，会社間の賃金格差を不当格差とみな
すのである＊．
　　ｆ小稿でいう労働組合のなかにはいわゆる企業別組合をふくめていない．企業別組合をかくのごとくあつか
　うのはアメリカ労働経済学の伝統にしたがったまでのことである．わが国の企業別組合の戦闘性を高く評価す
　る人々は, 1930年代後半には合衆国の会社組合も好戦的であった事実を知るべきである．
　労働組合のこういう立場は直接には組合自身の利害関係から発している．すなわち産業別組合に
しろ，職業別組合にしろ，労働組合にとっては，同じ職種の組合員が個々の企業や職場の条件によ
り賃金に差別を設けられることは，結局，組合が自らの組合員を差別待遇することをいみしている
からである．
　同時に，労働組合は，労働の価格法則が各会社に配置された同種労働者間の競争を激化し，会社
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間の競争のなかで労働の標準度が高められることに反対する．労働力の売手の餓死の自由とその不
断の供給過剰のために，ある会社で高い賃率・賃金が支払われることかあってもそれは一時的であ
り，結局，労働の標準度のみが高められて，ついにはその職種の労働者が絶対的に窮乏化させられ
る可能性が大きいからである．したがって組合は，組合員の労働量の増加に制限を課するという，
かの伝統的政策に固執するなかで同一労働同一賃金の原則の実現につとめる，もちろんこのばあい
の同一賃金の原則とは企業のわくをこえたものである．
　だか，個別資本の超過利潤追求のなかで会社間に生産・労働諸条件の差異が生ずることは組合に
とってさけえない現実であり，そのために組合が，過渡的手段として，賃率・賃金格差の発生をみ
とめるばあいがある．
　たとえばさきにのべたごとく，すぐれた自然的条件または機械をもつ鉱山では生産性が高く，そ
のために，個数賃率が会社間で統一されているときには労働者は一般鉱山におけるよりも高い手取
り日賃金をうけとることになる．あるいは，労働者の競争か賃率よりも手取り日賃金を目ざして展
開されるので，日賃金の平均化が生じ，良質鉱山での個数賃率がまず切下げられ，それにならって
一般鉱山での個数賃率も低下するため，つまるところ良質鉱山で高い日賃金が支払われることにな
る．しかし組合は，逆に，手取り日賃金の統一をくわだて賃率に会社間格差をあたえる．すなわち
一般鉱山での賃率を良質鉱山でのそれよりも高めるのである．もともと同一労働同一賃金の原則と
は同一賃率をいみするのであるが，このばあいは組合は差別賃率を容認し，同一手取り日賃金をの
ぞむのである（3）.これは両鉱山での労働ｍがほぽ等しいことから当然の措置であるといえよう．
　だがこの方法は一層積極的ないみをもつように思われる．なぜならばそこでは高い方への日賃金
の統一がくわだてられているからである．いうまでもなく組合の目的は高賃金にあり，したがって
組合はその部門全体における賃上げの好機を見のがしはしない．だから組合は，みぎのごとき機会
をとらえて，賃率・賃金の金般的向上にそなえるのであり，その意図が同一手取り日賃金という過
渡的要求となってあらわれたのである＊.
　　゛もちろん，このばあいには劣悪鉱山での支払能力が問題になるか，企業めわくをこえる労働組合は経営者
　協会に賃金支払いのための基金の創設を要求しうる．企業別組合とはちがって，労働組合は，たとい支払能力
　説を信奉していても，充分に闘う力をもつ．
　ここに例にあげた鉱山のはあいには生産性の差異か固定化している．しかし，不断に生産性向上
のための競争を続けている一般産業のはあいにも，融通性のある同一労働同一賃金政策が効果を発
揮しうるであろう．こうして，企業別賃金事情を通じて，労働力の価値の育成費部分のいかんにか
かわらず，職種別・産業部門別標準賃率がある程度それぞれの職種の労働生産性の向上を反映しう
るのである＊.
　　＊同一労働同―賃金の原則は個別資本間の競争条件の平等化をもとめる．ただしこの競争粂件の平等化は個
　別資本の恣意的な労働者搾取を排除することをいみしている．したがって，他方では，その原則は個別資本の
　生産性向上のための競争を排除するものではなく，むしろそれを刺戟するかもしれぬ．同一労働同一手取り日
　賃金の原則の適用にあたっては，とくに，この点についての配慮が要請される．
　なお，特定の会社におけるさけることのできない労働強化のもとでは組合は当然，賃率の向上を
のぞむ．かかる労働の強化は一般に機械の導入にともなうものであるがゆえに，もし組合か，その
制限慣行を過ｲ言して，従来の賃金額に固執したならば，労働支出の標準度のみが高められ，歴史的
に労働強化の進行とともに賃金があがることはなかったであろう．
　労働の価格法則は本質的に搾取強化の法則であるが，その現象形態は多様である．その法則の，
労働力の価値法則からの相対的独自性は，労働の価格法則の派生的現象とわたしが名づけたものに
よって，極端なかたちをとる．（安価な生産手段をもちいるばあいなどにも，かかる派生的現象が
あらわれる.）そうしてすでにあきらかなように，労働組合のとなえる同一労働同一賃金の原則は，
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労働の価格法則に依拠しながら，高い方への賃金の均等化をくわだてるという点で，同じ法則に依
拠して資本家のロにする同一労働同一賃金とは真向から対立するのである．とすれば，労働組合の
となえる同一労働同―賃金の原則は，制限慣行の伝統をふまえながら，あくまでも労働支出を重視
するものであり，「労働の質と量に応じた賃金」という表現はその原則をもっとも適確にいいあら
わしているのである．労働組合は，労働の価格法則が企業別・個人別賃金の格差を通じて搾取を強
化するのを，防止するための防壁であるといえよう＊.
　　＊同一労働同―賃金の原則を労働力の価値法則のみに依拠するものと解する論者かある．かゝる立場をとる
　論者は，労働量の大小にかかわらず，同一賃金が支払われている事実を指摘して，労働力の価値法則が賃金を
　支配していると説く．また，労働の価格法則を絶対的窮乏化法則と無関係にのべる論者もある．労働力の価値
　と労働の価格との再統一-これこそわたしの考えでは「慾望向上」と密接にむすびついているのであるが一一一一
　が重視されねばならぬ．その原則は両者の再統一によって，しかも具体的に，把握されねばならぬ．
　つぎに，労資いずれの側からみても明白な同一労働差別賃金が存在する．
　同一の生産・労働諸条件のもとでの同一職種内の差別賃金は，労働力の個別的価値を利用して実
現されるのであり，それは産業部門，会社，工場，個人の間で賃率・賃金の不当格差を生ぜしめ
る．一般商品のばあいに資本の競争は単一の価格をもたらすのであるが，同じ競争が労働力にたい
して差別賃金をあたえるのは剰余価値追求のためである＊.
　　＊かつて資本は，同一労働差別賃金を実現するために，労働力を市場価値成立の場とは異るところ，典型的
　には刑務所から募集した．
　同一労働差別賃金は，直接高い個別的価値をもつ労働力を労働力市場から駆逐することもある
が，一般的には，その市場で低い個別的価値をもつ労働力の相対的増加をもたらす．また，本来労
働力の再生産費の相違から生じ，慣習的に固定化されてきた地域格差のはあいに明白にみられるご
とく，低賃金地域の企業が生産する商品が高賃金地域の生産する商品を市場から駆逐するために，
後者の企業の存立そのものがおひやかされる．いずれのはあいでも事態が順調にすすむならば労働
力の市場価値の低下が生ずる＊.
　　＊賃金の地域格差について考察するさいにとくに注意されねばならぬか，同一労働同一賃金の原則とは同一
　労働同一名目賃金をいみする．
　したがって「市場価格は二つありえない」という一物一価の法則は労働力のはあいにも適用され
うる．ただそれは，上述の理由から，現象的には同一労働差別賃金構造の不断の再編成一低賃金
水準へのｰのなかをつらぬいているにすぎない．
　なお，もっとも感知されがたい異種労働間の賃金の不平等についてはすでにのべた．
　同一労働差別賃金は個別資本の超過利潤追求慾に対応するものであり，会社間の賃金不平等とい
う面にもっとも顕著にあらわれる．なるほど会社間の賃金の不当格差は，また，それぞれの会社内
での賃金事情の産物でもあるが，しかし個別資本は会社内ではいわゆる工場内分業の秩序をまもる
ために差別賃金をさけることがあり，かつ，近代的工場ではそのための技術的基礎もできている．
個々の会社内で同一労働同一賃金が実現されていると否とにかかわらず，資本は労働の価格法則に
依拠して会社間の賃金不平等を不断につくりだし，賃金水準を低下せしめるのであって，ここに労
働の価格法則の搾取法則としての意義が一そう強められる＊.
　　＊企業別組合か労働組合のなかにふくめられることかできないという理由があきらかになったであろう．そ
　の理由は戦闘性の有無にあるのではない．むしろ企業別組合の戦闘性は個別資本の搾取強化の競争のなかで強
　められる．企業別組合の欠陥はその組織形態にある．
　労働組合もまた労働の価格法則に依拠して同一労働同一賃金の原則をとなえるのであるが，かれ
らの主張は職種別・産業部門別標準賃率のうえに立･つてなされるのであり，したがってその原則は
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労働力の価値規定ときりはなすことはできない．労働の価格が比較概念である以上，これは当然の
ことである，といえよう．
　労働の価格法則がもたらす，会社内の，工場別り固人別賃率・賃金の統一と格差についてはもは
や論ずる必要はないものと思われる．
　いうまでもなく，個人間・工場間・会社間での賃金事情は逆に産業部門別・職種別の賃金構造に
反映するであろう．
　以上で労働の価格法則についての具体的考察をおえる．その法則がもたらす賃金構造と労働者階
級の窮乏化には，平均概念としての労働力の価値規定のみではたちいることのできない微細な面が
ある．そうして，きわめて具体的な諸現象のなかで同一労働同一賃金の原則は把握されねばならな
い＊．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　＊ここで賃率・賃金格差を表現するばあいに絶対的格差と相対的格差が存することについてふれでおきた
　い．相対的格差はパセンティジ格差ともよばれる．もし第１年目に八職とＢ職の賃率かそれぞれ２ドルと１ド
　ルであり，第２年目にそれぞれか３ドルと２ドルにあがったとき，Ａ・Ｂ間の絶対的格差は依然として１ドル
　であるか，相対的格差にかんしてはそれは100％から50％に減じている．絶対的格差の克服のために相対的格
　差の縮小か利用される．典型的な例として合衆国統一鉱山労働者組合所属の渥青炭鉱山労働者による北部・南
　部地域格差政策の成果をあげておく.
　　　　　　　　｀アパラチアン地域における坑内熟練労働者と坑外普通労働者の日賃金レート．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1933年９月～1946年５月り）
期 開
-　十
1933. 9―1934. 4
1934. 4―1935. 10
1935. 10―1937. 4
1937. 4―1941. 4
1941. 4―1946. 5
坑内熟練労働者
北部，Ａ
-
　　ﾄﾞ4.60
　5.00
　5.50
　6.00
　7.00
南部，Ｂ
-
　　ﾄﾞ4.20
　4.60
　5.10
　5.60
　7.00
B/A
-　　j
91.3
92.0
92.7
93.3
100.0
坑外普通労働者
北部，ｃ　ｌ　南部，
　　　ド
3.60
4.00
4.50
5.00
6.00
3.20
3.60
4.10
4.60
6.00
Ｄ
-ドル
D/C
-
　　j
88.8
90.0
91.1
92.0
100.0
　　　　十　ウエストヴァージニア州をふくまず．
　永野順造氏は同一労働同一賃金実現のためには「男子は2, 000円の賃上げ・女于には4,000円の賃上げ」，「本
工には2,000円の賃上げ・臨時工には6,000円の賃上げ」が要求されるべきである（5），とのべておられる．相対
的格差についての配慮はかかる性急な議論をうまないであろう．
む　　す　　び
　労働の価格法則は，同一質量の労働にたいしては同一賃率・賃金を，社会的平均から背離する質
量の労働にたいしては，その背離の度合に応じて，異れる賃率・賃金をもたらす．労働の価格形態
は，もともと労働力の価値の転化形態であったが，具体的には労働力の価値法則からは相対的に独
自な運動を展開し，労働者階級を窮乏におとしいれるよ
　したがって，労働組合のとなえる同一労働同一賃金の原則は，労働力の価値法則と労働の価格法
則との統一的把握のなかで，換言すれば職種別・産業部門別標準賃率を軸にして理解されうる．
　この原則は一層高い方向への同一労働同－賃金の実現を要求するものであり，生活賃金の原則・
最低賃金制および組合の制限慣行と切りはなして考えることはできない.，当然，その原則をかかげ
るものは，企業別組合ではなくして，団体交渉の場で労働評価についての発言権をもつ労働組合で
なければならない．
　狭義の同一労働同一賃金の原則とは同種労働間に適用される原則である．しかしそれぞれの職種
の賃率・賃金は相互に関連しあっており，そこから異種労働開の賃金格差にたいする配慮が必然的
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にうまれてくる．組合は，その原則のもとに，賃率・賃金の不当格差を克服するべく努めるととも
に，異種労働間の賃金格差の安定をくわだてる．
　同一労働同一賃金の原則はそのなかに賃金向上政策と賃金格差政策とを併せもつことによって，
労働者階級の窮乏化を緩和するのである．
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